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更新履歴 

 

 

版数 日付 内容 

1.0 2017/10/16 初版 

1.1 2020/02/14 「システムサービスレポートの取得」バージョン 2.01.以上での

ファイル名を記載。 

「ネットワークステータスの表示」NIC チーミングでは有効に機

能しないこと記載。 

「コマンドラインユーティリティ」VessA6600 で利用できないこ

と記載。 

「OPAS によるログ収集」に VessA3340 を記載。 

1.2 2020/11/13 E メールサーバー設定に SNMP 暗号化送信を追加（バージョン 4.0） 

1.3 2020/11/30 WebPAM への初回ログイン時にデフォルトパスワードからの変更

を求められるようになったことを記載（バージョン 4.0）。 
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1.はじめに 
 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損害、及

び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本書に記載された製品へ記

録されたデータについて、その消失・誤記録における責任を負いかねます。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社ニュー

テックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはいけません。 

 

株式会社ニューテック 

〒105-0013 

東京都港区浜松町 2丁目 7-19 KDX 浜松町ビル 

http://www.newtech.co.jp/ 

Copyright© 2020, Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 

 

 

2.本書について 
 

本書は、VessA シリーズのシステム管理に利用する WebPAMPROe の操作ガイドです。WebPAMPROe

の設定内容に関しては、各製品のプロダクトマニュアル、または、WebPAMPROe のオンラインヘル

プを参照してください。 
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4.WebPAMPROe ログイン 

 

「WebPAMPROe」は VessA シリーズのハードウェアを管理するためのツールです。Web ブラウザに

よる GUI 操作が可能です。 

 

4-1.ログイン方法 

デスクトップ上の「WebPAMProE」をダブルクリックする。または、Web ブラウザのアドレスバー

に http://localhost:8090/を入力します。 

「VessAppDocs」はドキュメント(英語)へのリンクです。 

 

 

ログインに必要な、ユーザー名とパスワードを入力します。デフォルトの管理者名は以下です。

（大文字、小文字は判別されます） 

ユーザー名：administrator 

パスワード：password 

※バージョン 4.0 以降の注意点 

初回ログイン時のみデフォルトパスワー

ドからの変更を求められます。 

数字・アルファベット・記号が使用可能 

”,<,>,＆,SPACE など一部記号は使用不可 

文字数制限:8文字から 31 文字まで 

http://localhost:8090/
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セキュリティ証明書に関する警告が表示される場合 

表示内容は Web ブラウザや Web ブラウザのバージョンにより違うことがあります。「このサイト

の閲覧を続行する（推奨されません）。」を選択すると、次の表示画面に進むことができます。 

 

 

WebPAMPROe の初期画面として、「Quick Liniks」を含む画面が表示されます。 

 

 

Quick Links のリンク先は下記になります。 

サブシステムのすべての論理ドライブに関する情報および設定 

→「論理ドライブサマリ」 

エンクロージャーのすべての物理ドライブに関する情報および設定 

→「物理ドライブ」 

ディスクアレイの情報、作成、および削除   
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→「ディスクアレイ」 

ネットワーク管理 

→「ネットワーク管理」 

イベントの表示   

→「実行時イベント」 

バックグラウンドアクティビティ管理   

→「バックグラウンドアクティビティ」 

 

4-2.メニュー画面 

WebPAM PROe の画面の操作メニュー、「ヘッダ」、「ツリービュー」があります。 

 

 

ツリービューには、ログインユーザー名とエンクロージャー名が表示されます。 

 



 

 

4 

 

 

エンクロージャー以下、ツリービューは全てのコンポーネントへのリンクです。 

「管理ツール」、「コントローラー」、「エンクロージャー」、「ディスクアレイ」、「スペアドラ

イブ」「論理ドライブサマリ」。 

ログインするユーザーの権限により表示が異なります。 

 

ヘッダは、下記操作へのリンクです。 

「言語」、「表示」、「ストレージネットワーク」、「ログアウト」、「ヘルプ」、「バージョン情

報」 

 

 

「言語」 → 日本語を含む表示言語を選択します。 

「表示」 → イベントフレームを表示します。 

「ストレージネットワーク」 → ネットワーク上の iSCSI 拡張ディスクなどを表示できます 

「ログアウト」 → WebPAMPROe をログアウトします 

「ヘルプ」 → ヘルプ画面を表示します（英語） 

「バージョン情報」 → 簡易バージョン情報を表示します（通常、後述するパッケージバージョン

を参照します） 
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5.システム情報の取得と表示 

WebPAMPROeでは詳細なコントローラー設定の詳細、サブシステム情報の表示、ステータスの表示、

ディスクや RAID に関する設定を表示することができます。表示可能な各種の情報を示します。 

表示内容の詳細については、オンラインヘルプ、製品マニュアルを参照ください。 

 

5-1.システムサービスレポートの取得方法 

稼動中のシステムの状態を記載したログ（システムサービスレポート）を保存することができま

す。 

ツリービューから、[エンクロージャー名]を選択します。[情報]タブから、[Save]を選択します。 

 

※パッケージバージョンが 2.01.以上では、システムサービスレポートと OPAS（USB による自動

ログ取得）は、同じ内容のログを取得します。2.01.以上で収集されるファイル名は[opaslog.zip]

です。 

※パッケージバージョンにより、取得されるログに違いがあります。調査内容により、システム

サービスレポートの他、OPAS、OS のログが必要になることがあります。 

※この画面で表示されるシリアル番号はニューテック社のシリアル番号とは異なります。ニュー

テック社の保証書、もしくは製品本体に貼付されている銀色のシールのバーコードの下に印字さ

れております。「011234RA0101」のような 12桁の英数字になります。 

 

 

5-2.コントローラー情報の方法 

RAID のコントローラーの設定情報、パッケージバージョン含む内容を表示することが可能です。 

ツリーメニューから、[コントローラー]→[コントローラー1]を選択します。 

RAID ドライバのバージョンは、「Install Pkg Version」項で確認できます。 
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※この画面で表示されるシリアル番号はパーツ番号であり、ニューテック社のシリアル番号とは

異なります。ニューテック社の保証書、もしくは製品本体に貼付されている銀色のシールのバー

コードの下に印字されております。「011234RA0101」のような 12桁の英数字になります。 

 

5-3.イベントの表示 

ハードウェアイベントを表示します。 

ツリーメニューから、「エンクロージャー名」を選択します。[イベント]タブを選択すると、今

回起動時からのイベント「実行時イベント」が表示されます。[▼]から[NVRAM イベント]を選択

すると、これまでに記録されたイベントを表示します。 

 

 

イベントは重要度によって、以下のようにカテゴリー分けされます。 

重要度： 

 Information 情報のみ、対応必要なし 

 Warning  対応の有無を確認してください。 

 Minor   対応が必要です。深刻な状況ではありません。 

 Major  対応が必要です。 

 Critical 対応が必要です。深刻な状況です。 
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 Fatal  復帰不能なエラー、または、障害が発生しています。 

 

5-4.エンクロージャーステータスの確認 

下記のエンクロージャーのセンサーで取得されたステータス情報を表示します。 

「エンクロージャー情報」、「電源装置ユニット」、「ファン」、「送風装置（電源ファン）」、

「温度センサー」、「電圧センサー」の情報を取得します。 

ツリービューから、[エンクロージャー1]を選択します。

 

 

5-5.物理ドライブのステータス確認 

VessA シリーズに搭載している物理ドライブの情報を表示します。 

ツリービューから、[物理ドライブ]を選択します。 

物理ドライブのリストとスロット位置、各物理ドライブの動作ステータスが表示されます。 
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5-6.論理ドライブ（RAID 構成）表示 

ツリービューから、[論理ドライブサマリ]を選択します。 

論理ドライブ(RAID 構成)と動作ステータスの一覧が表示できます。 

 

 

5-7.バックグランドアクティビティの確認 

リビルドなどバックグラウンドで行われているタスクの進捗を表示することができます。 

ツリービューから、[エンクロージャー名]を選択します。[バックグラウンドアクティビティ]タ

ブを選択します。バックグラウンドアクティビティを表示されます。 
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5-8.WebPAMPROe セッションの表示 

WebPAMPROe にログインしているユーザーを確認することができます。 

ツリービューから、[ユーザー管理]を選択します。[セッション]タブを選択すると、WebPAMPROe

に接続しているユーザーを確認できます。また、Super ユーザーは、他の接続を「リセット」「ロ

グアウト」させることができます。 

 

 

5-9.ネットワークステータスの表示 

ネットワークポートの稼動状態を確認することができます。 

ツリービューから、[ネットワークの管理]を選択します。IPv4 のネットワークアドレスとリンク

情報など、ネットワークのステータスを表示します。 

NIC チーミングが設定されている場合は、有効ではありません。 
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5-10.パフォーマンスの監視 

論理ドライブと物理ドライブのパフォーマンス統計を確認することができます。 

「情報」タブで I/O のリアルタイムのモニタリング、「読み取り/書込み」タブで読み取りと書込

みに分けたときのリアルタイムの似たリングを表示します。 
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6.WebPAMPROe による設定 

WebPAMPROe では RAID 構成の設定を含めた運用の設定が可能です。設定オプションの詳細、また、

本書に記載されていないその他の設定に関しては、プロダクトマニュアルを参照してください。 

 

6-1.管理ユーザーの E-メール設定 

管理ユーザーにメールアドレスを割り当てることができます。このメールアドレスはイベント発

生時の通知先として利用することができます。 

ツリーメニューから、[管理ツール]→[ユーザー管理]を選択します。 

ユーザー名の administrator を選択します。 

 

E-メールにメールアドレスを入力して、[提出]を実行します。 

 

ツリーメニューから、[管理ツール]→[ソフトウェア管理]を選択します。 

 

6-2.メールサーバーの設定 

イベント発生時の通知用にメールサーバーを指定することができます。 

ツリーメニューから、「管理ツール」→「ソフトウェア管理」を選択し、サービス名から、[Email]

を選択します。 
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SNMP サーバー、SNMP サーバーポート、（必要に応じて、SNMP 暗号化送信（バージョン 4.0 以降

対応）、SNMP 認証ユーザー、SNMP 認証パスワード）、E-メール送信者のアドレス、E-メール件名、

（必要に応じて、テストメールの送信にチェックを入れます）を設定して、提出を実行します。 

 

 

6-3.メール通知イベントの有効化 

ユーザー管理イベントの重要度により、イベント通知を制御することができます。 

ツリーメニューから、「管理ツール」→「ユーザー管理」を選択し、ユーザーリストから、設定

するユーザーを選択します。「イベント予約」タブを選択します。 

メール通知を有効にするには、イベント通知を有効にするにチェックを入れます。 

送信先に複数ユーザーを設定する場合、ログインユーザー毎に設定が必要になります。 

「エンクロージャー」、「RAID コア」、「ホストインターフェース」、「ドライブインターフェ

ース」のイベント通知の重要度（Severity）を設定できます。通知内容は下記のようになります。 

 

エンクロージャー：送風装置、冷却ユニット、PSU、温度 
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RAID コア：コントローラー、ディスクアレイ、初期化、論理ドライブ、DDF、メディアパトロー

ル、オンライン容量拡張、物理ディスク、RAID 移行、再構築、冗長検査、SMART、同期化、サブ

システム、予測されるデータ移行、スペアチェック、電源管理 

ホストインタフェース：ホストインタフェースコントローラ 

ドライブインタフェース：ドライブインタフェースコントローラ 

 

 

6-4.ユーザーの追加設定 

管理者権限を持ったユーザーの追加、または、操作権限を限ったユーザーの追加をすることがで

きます。 

ツリーメニューから、[管理ツール]→[ユーザー管理]を選択します。 

[作成]タブを選択します。 

ユーザー名、パスワード、表示名、Eメールアドレス、特権(View/Maintenance/Power/Super)を

入力します。 
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ユーザーリストが表示されます（[管理ツール]→[ユーザー管理]を選択した状態） 

 

View ： 全てのステータスと設定を確認できます。設定の変更はできません。 

Maintenance : リビルド、PDM、メディアパトロール、冗長チェックなどのメンテナンスタスクの

操作を許可されます 

Power : ディスクアレイと論理ドライブの作成、その他、コントローラー、物理ドライブ、論理

ドライブ、ディスクアレイのパラメータ設定の変更ができます。削除はできません。 

Super : フルアクセス権限が許可されます。デフォルトの administrator は Super User です。 

 

6-5.ログインユーザーのパスワード設定 

ツリーメニューから、[管理ツール]→「ユーザー管理」を選択します。 

「パスワード」タブを選択します。パスワードを入力して、「提出」を押下します。 

 

 

6-6.ユーザーの削除 

ツリーメニューから、[管理ツール]→「ユーザー管理」を選択します。 

削除対象のユーザーをチェックして、「削除」タブを選択します。 
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6-7.RAID の構築（詳細設定方法） 

VessA シリーズの RAID 構成方法を示します。「ディスクアレイを定義」して、そのディスクアレ

イから「RAID レベルを設定して論理ドライブを切り出す」方式になっています。本手順では、１

つの RAID5 の論理ドライブを切り出します。 

 

 

ツリーメニューから、「ディスクアレイ」を選択します。 

 

[作成]タブを選択します。[詳細設定]をクリックして、[次へ]を選択します。 

 

RAID 構成で利用する物理ドライブを選択します。 

物理ドライブの利用可能欄のに表示されるドライブを選択して、「>>」で選択済みに移動します。 

（スペアドライブとして設定する物理ドライブはここでは選択しません） 
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RAID レベルを設定します。 

 

選択可能な RAID レベルがプルダウンメニューに表示されます。 

 

[更新]を選択すると新規論理ドライブ欄に情報が追加されます。 

確認したら[次へ]を選択します。 
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作成する論理ドライブの容量に応じて、下記が表示されます。「OK」を選択します。 

 

RAID 構成のサマリが表示されます。確認したら、「提出」を選択します。 

 

ディスクアレイの情報タブに戻ります 

ツリーメニューには、ディスクアレイ 0、および、その下に論理ドライブ、論理ドライブ 0が作
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成されます。 

 

論理ドライブを作成したら、必ず初期化を実行します 

サブシステム(localhost)を選択します。[バックグラウンドアクティビティ]タブ右の[▼]から、

[初期化の開始]を選択します。 

 

論理ドライブ欄で、初期化の対称となる論理ドライブをプルダウンで選択します。 

（初期化するとデータは消去されますので、対象となる論理ドライブを間違えないでください） 

高速初期化のチェックを選択します。（論理ドライブの全領域を初期化する必要がある場合のみ

チェックを外します）「提出」を実行します。 
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確認のため、「confirm」入力して、[OK]を選択します。 

 

初期化が完了したら、WindowsOS のディスクの管理から、パーティションやファイルシステムを

作成する操作を行います。 

 

6-8.スペアドライブの設定 

スペアドライブ（ホットスタンバイのドライブ）を設定することができます。 

ツリーメニューから、[スペアドライブ]を選択します。 

 

[作成]タブを選択します。 

物理ドライブの利用可能の欄に、ドライブが表示されます。 

ドライブを選択して、「>>」ボタンを押すと、選択済み表示欄に移動します。 

[更新]を選択します。 
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新規ホットスペアドライブの欄にスペアドライブの情報が表示されます。 

「提出」を選択します。 

 

 

6-9.論理ドライブ(LD,RAID 構成）の削除 

RAID 構成の削除の前に、Windows「ディスクの管理」から該当ボリュームのボリューム削除を実

行します。 

「ボリュームの削除」がグレーアウトしている場合は、該当ボリュームがページングファイルと

して利用されている可能性がありますので、予め削除してください。 
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（ページングファイルの確認：[コントロール パネル]→[システムとセキュリティ]→[システム]

を選択します。[システムの詳細設定]→[詳細設定]→パフォーマンス[設定]→[詳細設定]→仮想

メモリ[変更]を選択します。） 

ツリーメニューから、[ディスクアレイ]を選択します。[LD の削除]タブを選択します。 

論理ドライブの一覧が表示されます。 

削除する論理ドライブにチェックを入れます。 

[提出]を選択すると、論理ドライブが削除されます。 

 

確認のため、「confirm」と入力して、[OK]します。 

 

 

6-10.アレイの削除 

ツリーメニューから、[ディスクアレイ]を選択します。[削除]タブを選択します。 

削除対象のディスクアレイを選択します。 

[提出]を選択すると、アレイが削除されます。 

 

確認のため、「confirm」と入力して、[OK]します。 
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6-11.ブザー音のミュート 

VessA シリーズで障害が発生すると、障害内容によりブザー音を鳴らします。 

ブザー音のミュートする方法を示します。 

ヘッダにアラームの発報を示すアイコンが表示されます。 

アイコンをクリックすると、ブザーのステータスと[ミュート]ボタンが表示されます。 

[エンクロージャー]→[エンクロージャー1]から、[ブザー]タブを選択した画面と同じ。 

 

 

ブザーの画面が表示されます。 

ブザーステータスが音有りの場合、[ミュート]ボタンで、ブザー音をミュートすることが可能で

す。 

 

 

6-12.ブザー音の無効化 

VessA シリーズで障害発生でのブザー音を無効化する場合、以下の手順で行います。 
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[エンクロージャー]→[エンクロージャー1]から、[ブザー]タブを選択します。 

 

 

ブザータブの▼プルダウンから、設定を選択します。 

ブザー有効化のチェックを外して、提出を選択するとブザーが無効化されます。 
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7.WebPAMPROe RAID の詳細設定 

 

VessA のハードウェアの運用、監視にかかわる詳細な設定を含みます。本設定に関しては、VessA

機器に関しての設定内容を熟知しているユーザー様、または、弊社の指示の無い場合においては、

設定変更をしないようにしてください。 

本章の設定項目については、オンラインヘルプ、または、プロダクトマニュアルを参照ください。 

 

7-1.バックグラウンドアクティビティの設定 

リビルドなどバックグラウンドアクティビティが利用するシステムリソースの割合などを調整す

ることができます。 

ツリーメニューから「サブシステム」を選択します。[▼]から、「設定」を選択します。 

 

 

7-2.コントローラー設定 

RAID コントローラーの詳細設定を確認、変更することができます。 

ツリーメニューから、「コントローラー1」を選択します。「設定」タブを選択します。 
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7-3.エンクロージャー設定 

警告温度の閾値などを確認・変更できます。 

ツリーメニューから、「コントローラー1」を選択します。「設定」タブを選択します。 

 

 

7-4.物理ドライブのグローバル設定 

ディスクのキャッシュやコマンドなどディスクにかかわる設定を確認・変更できます。 

ツリーメニューから、「物理ドライブ」を選択します。「設定」タブを選択します。 
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7-5.物理ドライブの強制オフライン 

任意のドライブを強制的にオフラインにすることができます。 

ツリーメニューから、個別のドライブ「スロット#」を選択します。「強制オフライン」を選択し

ます。 

 

 

7-6.ディスクアレイの設定 

ディスクアレイの運用にかかわる機能の設定を確認・変更できます。 

ツリーメニューから、個別の[ディスクアレイ#]を選択します。[設定]タブを選択します。 

 

 

7-7.論理ドライブの設定 

論理ドライブの運用にかかわる機能の設定を確認・変更できます。 

ツリーメニューから、個別の[論理ドライブ#]を選択します。[設定]タブを選択します。 
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7-8.論理ドライブのチェック表 

論理ドライブのエラーテーブルに関する設定を確認・変更できます。 

ツリーメニューから、個別の[論理ドライブ#]を選択します。[チェック表]タブを選択します。 
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8.コマンドラインユーティリティ（CLU） 
 

Windows のコマンドプロンプト内でメニュー操作が可能です。 

コマンドラインユーティリティ（CLU）の操作方法に関しては、各製品のプロダクトマニュアルを

参照ください。 

VessA6600 シリーズは、コマンドラインユーティリティ(CLU)機能を有しておらず、使用すること

ができません。コマンドラインインターフェース(CLI)には対応しています。 

 

コマンドラインユーティリティ(CLU)の起動方法 

 

プロンプト> clitest を入力します 

ログイン画面でユーザー、パスワードを入力します。 

Login : administrator (初期値) 

Password : password (初期値) 

CLI（コマンドラインインターフェース）が起動します。 

[username]@cli> menu を入力します 
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メニュー画面の表示  
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9.その他の機能 

 

9-1.OPAS によるログの収集 

VessA シリーズでは、OPAS (One-Plug-Auto-Service)機能により、機器前面の USB ポートに USB

メモリを挿すことで、ログの収集が可能です。 

 

ログの取得手順 

・FAT32 でフォーマットした、USB メモリに OPAS という名称のホルダを作成します。 

・USB ポートに USB メモリを挿します。 

・ブザーの間欠鳴動と OPAS LED の点滅が始まります。 

・ブザーの長鳴り(2Sec）と OPAS LED 点灯になり、OPAS ログの取得完了です。 

・USB メモリを取り外します。※ 

 

※Windows OS から「ハードウェアを安全に取り外してメディアを取り出す」操作を「利用しない」

で、USB メモリを取り外してください。 
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□VessA3340 全面図 
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